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１．はじめに 

柔軟性と、良好な成形加工性を兼備する熱可塑性エラストマーが、自動車、家電、医療機器等の広

い分野で使用されている。 

 様々な熱可塑性エラストマーの中で、ポリエステル系熱可塑性エラストマー（ＴＰＥＥ）は、結晶

性の芳香族ポリエステルからなるハードセグメントと、非晶性のソフトセグメントが結合したマルチ

ブロックコポリマーであり、機械強度、耐熱性等に優れる有用なエラストマーであるが、柔軟性や圧

縮永久ひずみ（Cs）はやや不十分である。一方、スチレン系ブロックコポリマー（ＳＢＣ）は耐熱性

や耐油性が低いものの、柔軟であり、Csも小さく設計できる。 

当社は、双方の長所を併せ持ち、かつ、ポリスチレン（ＰＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）等の硬

質樹脂と熱融着するという画期的なＴＰＥ／ＳＢＣアロイを開発した。 

更に、ＴＰＥＥに極性基を導入することにより、ポリアミド（ＰＡ）やエチレンビニルアルコール

共重合体（ＥＶＯＨ）にも接着する新規な変性ＴＰＥＥも創出した。 

本稿では、これら２種の接着性に優れる新規ポリエステル系エラストマーについて紹介する。 

 

２．研究成果の概要 

（１）新規熱可塑性エラストマーの材料設計と構造制御 

当社は、ポリテトラメチレングリコール（ＰＴＭＧ）を含有するＴＰＥＥはＳＢＣとの単純ブレン

ドにおいても機械的強度が発現することを見出している。その理由として、ポリビニルメチルエーテ

ル／ＰＳが相溶系であり、エーテル酸素とＰＳとの相互作用1)によるものと言われていることから、Ｐ

ＴＭＧのエーテル酸素とＳＢＣのＰＳとの間にも同様な相互作用が存在することによると推定される。 

この相互作用を利用し、種々の検討を行った結果、特別な相溶化剤を必要とせずに柔軟かつ良好な 

Cs,優れた物性をもつＴＰＥＥ/ＳＢＣアロイを設計した。ポイントには以下が挙げられる。 

①ＴＰＥＥの長所（機械強度、耐熱性、耐摩耗性）を生かすべくＴＰＥＥをＭａｔｒｉｘとなるよ 
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うに構造制御した。 

②低Ｃｓを達成すべく高分子量のＳＢＣを選択した。 

③より柔軟な材料とすべくパラフィンオイルを添加した。 

Fig.1に透過型電子顕微鏡による分散形態を示す。ＴＰＥＥ中にＳＢＣがミクロに分散している。こ

のＴＰＥＥ／ＳＢＣアロイは、Fig.2に示す様に従来のＴＰＥＥに無いレベルの柔軟性（ＪＩＳ Ａ硬

度 ５５）と良好なＣｓ（５５％：７０℃２２Ｈｒ）の領域をカバーする。 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.１Morphology of TPEE/SBC Alloy       Fig.2 Improvement of Softness and Compression Set

  

 （２）多層射出成形への応用 

樹脂成形品において、硬質樹脂からなる構造体上に、柔軟な材料（エラストマー）を積層し、高級

感、気密性や防水性等の機能を付与させたいというニーズがある。２色射出成形法の進歩により簡便

にこのような複合成形体が得られるようになったが、硬質樹脂とエラストマーの組み合わせはＰＰと

オレフィン系エラストマー等に限られていた。 

先に述べたＴＰＥＥとＰＳとの相互作用を応用することにより、本アロイはＰＳに強固に熱融着で

きる。ＰＳの他にも，ＡＢＳ，ＰＰＥ，ＰＣ，それらのアロイをはじめ、ＴＰＥＥのハードセグメン

トがＰＢＴであるため、ポリエステルにも熱融着することが確認されている。 

これら多種のプラスチックに対する接着性と柔軟性、良好なＣｓを利用して、電子部品、家電部品

のパッキン、ボタンや、各種グリップ等広い分野の製品に使用されている。 

 

（３）極性基変性ＴＰＥＥの開発 

 ＴＰＥＥ／ＳＢＣアロイは、上述のように多種のポリマーに熱融着可能であるが、食品包装材にお

ける代表的ガスバリヤー性樹脂であるＰＡ、ＥＶＯＨに対しては接着性が発現しない。様々な検討の

末、ＴＰＥＥに極性基を導入した新規なエラストマーを創出した。Fig.3にその構造と接着機構のイメ

ージを示す。 

また、Fig.4には、この変性ＴＰＥＥとＥＶＯＨ、ＰＡ６との共押出フィルムにおける接着強度を示

す。既存のポリエステル用接着樹脂では高温で接着力が失われるのに対して、本変性ＴＰＥＥは実用

上十分な接着強度を維持することが示される。 

食品包装材料の分野では、レトルト対応、電子レンジ対応が可能な耐熱性のある多層成形体の開発

が要請されている。耐熱性に優れるポリエステルとガスバリヤー性樹脂を、この変性ＴＰＥＥで接着

させることで、これら用途に使用可能な包装材料が提供できることになった。 
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 Fig.3 Adhesion Scheme of modified TPEE 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       Fig.4 Adhesion Strength of modified toPA,EVOH  

 また、この変性ＴＰＥＥは、付加した極性基と相互作用のある樹脂にブレンドした場合、界面張力

を下げることができ、かつ、変性ＴＰＥＥ自体が柔軟であることから、様々な改質効果を発現する。

ＥＶＯＨやＰＡに改質ＴＰＥＥをブレンドすることにより、透明性やガスバリヤー性を維持しながら、

耐ピンホール性や耐衝撃性の顕著な改良効果が確認されている。 

 

３．本研究の社会的貢献 

（１）ＴＰＥＥ／ＳＢＣアロイはＰＳ等の多種の硬質樹脂に熱融着性し、２色成形等により、多様な

複合成形体の提供を可能とした。接着剤を用いて接合していた従来法に比べてＶＯＣを軽減する。 

（２）極性基を導入した変性ＴＰＥＥを創出、ＰＡ，ＥＶＯＨに強固に接着することにより、食品包

装材分野における新規積層体の提供を可能とした。また、従来ポリエステルを構成層とする多層フィ

ルムではドライラミネーション等溶剤を使用する場合が多かったが、共押出法が使用できることから、

ＶＯＣ削減に貢献できる。 

（３）変性ＴＰＥＥは樹脂の改良・改質効果にも優れ、柔軟性付与、耐ピンホール性改良が可能とな

った。 
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